
大

雪

山

登

山

史

伊

藤

秀

五

郎

一

「
富

士
山

に
登

っ
て
、
山
岳

の
高
さ
を
語
れ
。
大
雪

山
に
登

っ
て
、
山
岳

の
大
さ
を
語
れ
」
と
は
、

大
町
桂
月
が
大
正
十
年
八
月
に
、
大
雪
山
を
踏
破

し
た
と
き

の
紀
行
文

の
冒
頭

の

一
句
で
あ
る
。

こ
の

と
き

は
、
大
雪
山

の
地
理
に
精
し
い
旭
川
存
住
の
成

田
嘉
助
を
案
内

と
し
て
、
ま
だ
登
山
路
の
な

か

っ

た
黒
岳
を
層
雲
峡

か
ら
登
り
、
北
鎮
岳

・
白
雲
岳

・
旭
岳
を
経
て
松
山
温
泉

に
下

っ
た
。

こ
の
紀
行
文

が

『
中
央
公
論
』

に
掲
載

さ
れ
、
ま
た
大

正
十

二
年

に
雑
誌

『
太
陽
』

に
、

「
北

海
道

山
水

の
大
観
」

を
書

い
て
大
雪
山
を
紹
介
し
た
の
で
、
大
雪
山
の
名
は
ひ
ろ
く
全
国
に
知
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

二

し

か
し
、
大
雪
山

の
登
山
の
歴
史

は
古

い
。
小
泉
岳

や
白
雲
岳
の
山

頂
近
く

で
多
数

の
石
器
や
鍛
が

発
見
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
古
く
か
ら
先
住
民
族
が
す
で
に
大
雪
山
に
足
跡
を
残
し

て

い

た

に
違

い
な

い
。

二
、
○

○
○

メ
ー
ト
ル
の
高
所
だ
か
ら
、
定
住
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
狩
猟

の
た

め
に
登
山

し
て
、
こ
の
あ
た
り
を
根
拠
地

に
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

記
録

に
あ

る
登
山

と
し

て
は
、
安
政
四
年

(
一
八
五
七
年
)

に
石
狩
役
所
在
勤

の
松
田
市
太
郎
が
、

石
狩
川
上
流

か
ら
忠
別
岳
附
近
を
通

っ
て
忠
別
川

に
下
り
、
さ
ら
に
十
勝
岳

に
登

っ
た
の
が
噛
矢

で
あ

ろ
う
。
松
浦
武

四
郎

の

「
石
狩
日
記
」

に
は
、
大
雪
山
系

の
い
く

つ
か
の
山
名
が
出
て
い
る
が
、

か
れ

自
身

は
登
山
は
し
な
か

っ
た

よ
う
で
あ

る
。
明
治

に
な

っ
て
、
ひ
ろ
く
本
道

の
地
質
調
査

・
地
形
調
査

に
従

っ
た
開

拓
史
雇
の
ラ
イ

マ
ソ
は
、
明
治
七
年
七
月
に
石
狩
川
本
流
を
さ

か
の
ぼ
り
、
石
狩
岳
附
近

の
分
水
嶺

を
越

え
て
立
旦
更
川

に
下

っ
て
い
る
。

三

本
格
的

な
陸
地
測
量
が
な
さ
れ
た

の
は
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
年
)

で
、
内
務
省
地
理
局

の
福

士

成
豊

の
測

量
隊
が
、
美
瑛
川
を
さ
か

の
ぼ
り
、
オ
プ

タ
テ

シ
ケ
山

か
ら

ト
ム
ラ
ウ

シ
岳
、
無
名
山

(
お

そ
ら
く
現
在

の
化
雲
岳

)
を
経

て
忠
別
岳
ま
で
縦
走
し
て
忠
別
川
を
下

り
、
周
辺
連
山

の
位
置

を
測
量

し
た
の
は
、
当
時
と
し
て
は
重
要
な
大
作
業

で
あ

っ
た
。
明
治

二
十
年
刊
行

の

「
北
海
道

全
国
」

に
は

現
在

の
旭
岳

は
東

オ
プ

タ
テ

シ
ケ
山
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
ま
で
が
探
険
時
代

の
初
期
で
あ

る
。

陸
地
測
量
部

の
、
本
道
中

央
高
地

一
帯

の
本
格
的

三
角
測
量
が

は
じ
ま

っ
た
の
が
明
治

三

十

三

年

で
、

一
等

三
角
点

の
旭
岳

は
同
年
九
月
、
同
部
員

・
館
醤
潔
彦
に
よ

っ
て
選
定
さ
れ
、
三
角
点
は

-ー
ヌ

タ

ッ
ク
"
、
埋
石
が
三
十
四
年
十
月
、
観
測
は
三
十

八
年
七
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
下

っ
て
大
正
十
年
八
月

に
、
陸
地
測
量
部
員

・
稲
田
己
喜
雄
ら
の
黒
岳
、
旭
岳
付
近
の
三
角

測

量

を

終

え
、
大

正
十
三
年
に
五
万
分

一
地
形
図

「
旭
岳
」
と

「
ヌ
タ
ク
カ
ム
シ

ュ
ペ
山
」
が
発
行
さ
れ
た
。

四

旭
岳
の
団
体
登
山
が
最
初

に
行
な
わ
れ
た

の
は
、
明
治
三
十
六
年

五
月
十

一
日
で
、
私
立
上
川
文
武

館

の
生
徒

二
十

一
名
で
あ

っ
た
。
明
治
三
十
六
年

に
開
校
さ
れ
た
上
川
中
学

(
大
正
四
年
、
旭
川
中
学

と
改
名
)

で
は
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
学
校
行
事
と
し
て
、
毎
年
職
員
生
徒

の
登
山
隊
を
組

織
し
て
大

雪

登
山
を
試
み
る
よ
う

に
な

っ
た
。
最
初
の
こ
ろ

の
登
山
案
内

に
は
、
測
量

に
従
事
し
た
人
夫
が
あ

た

っ
た
。
明
治
四
十
三
年

八
月

に
、
日
本
山
岳
会
会
員

・
大
平

晟
を
ピ

ウ
ケ
ナ
イ
か
ら
旭
岳

に
案
内
し

た
の
は
、
佐
藤
岩
蔵

で
あ

っ
た
。
成

田
嘉
助

は
盆
栽
を
本
業

と
し
た
が
、
大
雪
山
の
地
理
に
精
通
し
た
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人
で
、
案
内
者

の
草
分
け
で
も
あ

っ
た
。

明
治
四
十
四
年
、
地
理

の
教
師
と
し
て
旭
川
中

学
に
赴
任
し
た
小
泉
秀
雄

は
、
大
正
十
四
年

ま
で
に

前
後
九
回
、
成

田
嘉
助
を
案
内

と
し
て
ひ
ろ
く
大
雪
山
群
を
踏
査
し
、
大
正
七
年
に
大
部

の
報
文

「
北

海
道
中
央
高

地
の
地
学
的
研
究
並
植
物
分
布

の
研
究

」
を

『
山
岳
』

(
山
岳
第

一
二
年

、
第

二

・
三
号

合
併
号
)
に
発
表
し
た
。
後

に
大
雪
山
系
に

つ
い
て
の
精
し

い
地
誌
で
あ

り
案
内
書
で
も
あ

る

『
大
雪

山
、
案
内

と
登
山
』

(
大
正
十
五
年
発
行
)
を
著
し
た
大
雪
山
研
究

の
先
駆
者

で
あ

っ
た
。

五

大

正
九
年

七
月

に
、
慶
大
山
岳
部

の
大
島
亮

吉
、
田
中
三
晴

は
、
成

田
嘉
助
、
高
橋
浅
市

の
二
人
を

案
内

と
し
て
、
松
山
温
泉
か
ら
カ
ウ

ン
ナ
イ
沢
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
ト

ム
ラ
ウ
シ
山

に
登
り
、

ヌ
タ

ッ
プ

ヤ

ン
ペ
ツ
を
経

て
石
狩
岳

に
達

し
、
石
狩
川
を
下

る
山
旅
を
試
み
た
。

こ
れ

は
記
録
に
残
る
山
行

の

一

つ
で
、
大
島

の
紀
行
文
が
わ
が
国
の
登
山
界

に
与

え
た
刺
激

は
大
き
か

っ
た
。

北
大

の
学
生
が
中
央
高
地
に
入

っ
た

の
も
、
大

正
九
年

の
夏
か
ら
で
あ

る
。
板
橋
敬

一
、
松
川

五
郎

の

一
行
が
、

ア
イ

シ
ポ
プ
か
ら
姿
見
地

に
出
て
二
晩
野
営
、
旭
岳
に
登

っ
た
の
が
最
初
で
あ

る
。

翌
十

年

七
月

に
は
、
板
橋
敬

一
、
斎
藤

謙
、
佐

々
木
政
吉

の
三
名
が
高
橋
浅
市
を
伴

っ
て

ユ
コ

マ
ベ
ッ
造

林

小
屋

か
ら
入

っ
て
湯
沢

に
野
営
、
翌
日
旭
岳

に
登
頂
、
さ
ら

に
忠
別
岳
、
化
雲
岳
を
ま
わ

っ
て
松
山

温
泉

に
下

っ
た
。

大
正
十

二
年
七
月
に
、
田
口
鎮
雄
、
佐

々
木
政
吉
、
藤
江
永
次

の
三
名
が
人
夫

二
人
を

つ
れ

て
音
更

川

か
ら

石
狩
岳

に
登
り
、
石
狩
川
を
下

っ
た
山
旅
も
、
当
時
と
し
て
は
大
島
た
ち
の
石
狩
岳
登
山

に
劣

ら

ぬ
長
途

の
も

の
だ

っ
た
。
七
月
十
四
日
に
帯
広
を
出
発
し
て
か
ら
、

メ
ト
セ
ッ
プ

、
三
俣
と
歩
き
通

し

て
、
石
狩
岳
山
頂
に
達

し
た
の
が
十
日
目
の
二
十
三
日
だ

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、
当
時

の
山

の
情
況

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

こ
の
年

の
七
月

、
慶
大

の
大
島
亮
吉
、
田
中
三
晴
、
大
賀
道

禺
な
ど
五
名
が
、

ふ
た
た
び
成
田
、
高

橋

ほ
か

一
人
の
人
夫

を
伴

っ
て
、
音
更
川
上
流

の
谷

々
を
十
日
あ

ま
り
歩

い
た
山
旅

も

特

筆

に

値

す

る
。

こ
の
と
き
は
計
画
に
あ

っ
た
石
狩
岳
、

二
ペ
ソ
ッ
山
な
ど
の
登
頂
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
当
時

は

文
字
ど

お
り
欝
蒼

と
し
て

い
た
森
林
漢
谷

を
、
沢

か
ら
沢

へ
歩
く
面
白
さ
を
存
分
に
味
わ
う

登
山
方
式

の
先
駆
的
な
山
行
で
、
大
島
亮
吉

の

「
北
海
道

の
夏

の
山
」

の

一
文

は
、
そ

の
面
白

さ
を
余
す

と
こ
ろ

な
く
表
わ
し
て

い
る
。

二
ペ
ソ
ッ
山
に
は
、
北
大

の
沢
本
三
郎
が
人
夫

・
長
田
橋
松
と
二
人

で
、
大
正
十
五
年

七
月
十
九
日

に
ホ

ロ
カ
オ
ト
プ

ヶ
川

六
ノ
沢
か
ら
登
頂
し

て
い
る
。
同
年
七
月
、
西
川
桜

は
人
夫
高
橋
浅
市
と
二
人

ム

カ

で
イ

ト

ソ
ム
カ
川

か
ら
武
華
山
、
武
利
岳
を
登
り
、
十
六
日
登
頂
、

ニ
セ
イ
チ
ヤ

戸
マ
ッ
プ
川

に
沿

っ

て
層
雲
峡

に
下

っ
た
。六

北
大

の
ス
キ
ー
部

は
明
治
四
十
五
年

に
設
立
さ
れ
た
が
、
大
雪
山

の
ス
キ
ー
登
山

は
大
正
十
年
三
月

に
は
じ
ま

っ
た
。

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ッ
の
造
材

小
屋
を
根
拠
地
と
し
て
、

加
納

一
郎
、

松
川
五
郎
、

板
橋

敬

一
、

西
尾

稔
、
斎
藤

謙

の
五
名
が

参
加
し
、

二
日
間
に
わ

た

っ
て
旭
岳

を
試
み
た
が
、
山
頂
近

く

に
達

し
な
が
ら
、
悪

天
候

の
た
め
登
頂
は
果
た
せ
な
か

っ
た
。

翌
十

一
年

一
月

に
再
挙
し
た
板
倉
勝

宣
、
加
納

一
郎
、
後
藤

一
雄
、
松
川

五
郎
、
板

橋
敬

一
に
よ

っ
て
、
九

日
に
山
頂
に
達
し
た
。
朝
六
時

に
小
屋
発
、
頂
上
附
近

は
シ

ュ
タ
イ
グ

ア
イ
ゼ

ソ
を
用

い
、
午
後
零
時

五
十
五
分
登
頂
、

一
時

三
十
分

に
小
屋

に
帰
着

し
た
.
さ
ら
に
同
年

三
月
三
十
日
に
は
、
板
倉
、
加
納

、
板
橋

の
三
名
が
層
雲
峡
温
泉

か
ら
黒
岳

の
ス
キ
ー
登
山

に
成
功

し
て
い
る
。

十
勝

岳
に
は
明
治
三
十
八
年

か
ら
硫
黄
鉱
山
が
あ
り
、
大
正
時
代

に
は
冬
期
も
頂
上

に
近

い
火

口
採

掘
所

の
作
業

は
し

て
い
た
か
ら
、
鉱
夫
で
積
雪
期
の
山
頂

に
立

っ
た
者
が

い
た
こ
と
は
間
違

い
あ

る
ま

い
。
北

大
の

ス
キ
ー
部
員

・
六
鹿

一
彦
ら
が
、
は
じ
め
て
冬
の
十
勝
岳
山
頂
を
極
め
た

の
は
大
正
九
年

の
三
月

二
十
七
日
で
あ
る
が
、

こ
の
と
き
は

ス
キ

ー
は
用

い
な
か

っ
た
。

ス
キ

ー
登
山
で
成
功

し
た

の

は
大

正
十

三
年

一
月
二
十
七

日
で
、
佐

々
木
政
吉
、
田
口
鎮
雄
、
藤
江
永
次

、
伊
藤
秀

五
郎
、
小
森
五

作

の
五
名
が
、
前
夜

、
上

の
鉱
山
事
務
所
に
泊

り
、

二
十
七
日
の

一
時
三
〇
分
に
登
頂
し
た
。

上

ホ

ロ
カ
メ

ッ
ト
ク
岳

の
ス
キ
ー
初
登
山

は
昭
和
三
年

一
月
七
日
で
、
吹
上
温
泉
を
根
拠

に
沢
本
三

郎
、
和
迅
広
樹
、
野
崎
健
之
助
、
須
藤
宣
之
助
、
井
田
増
清
、
牧
野
要
三
の
六
名
が
参
加
し
た
。

昭
和
三
年
十
二
月

か
ら
北
大
山
岳
部
が
毎
年
十
勝

岳

ス
キ
ー
合
宿
を
す
る
よ
う

に
な

っ
て
、
十
勝
岳

を

は
じ

め
富
良
野
岳
、
美
瑛
岳
岳
な
ど
は
頻
繁

に
登
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

大
正
十

二
年

一
月

に
、
大
雪
山
の
紹
介

と
登
山
奨
励
を
目
的
と
す
る
北
海
道
山
岳
会
が
旭
川

に
設
立

さ
れ

た
。
そ

の
年

の
八
月

に
は
四
七
名

の
参
加
し
た
旭
岳
登
山
会
を
行
な

い
、
十
三
年
に
は
同
会

の
努

力
が

み
の
り
、
帝
室
林
野
局
と
北
海
道

庁
に
よ

っ
て
旭
岳
と
黒
岳

に
石
室
が
建
設
さ
れ
、
登
山
路

の
改

修
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
年

に
大
雪
山
調
査
会
が
設
立
さ
れ
、
大
正
十

五
年

に
、
前
述
の
小
泉
秀
雄
の

『
大
雪
山
』
と
河
野
常
吉

の

『
石
狩
川
上
流
探
検
開
発
史
』
が
同
調
査
会
か
ら
発
行
さ
れ

た
。
大
正
十

二
年
ご

ろ
ま
で
が
、
だ

い
た
い
啓
蒙
期
と
み
な
さ
れ

る
時
代

で
あ

る
。

ヱ7



七

大

正
十

二
年

に
北
大
で
夏

ス
キ
ー
が
実
用
化
さ
れ
て
か
ら
は
、
広
範
囲

に
わ
た

っ
て
残
雪
期

の
登
山

が

試
み
ら
れ
た
。
石
狩
岳

に
挑

ん
だ

の
は
大
正
十
三
年
五
月
で
、

一
行

は
佐

々
木
政

吉
、
藤
江
永
次
、

田
中

二
郎
、
小
森
五
作
、
伊
藤
秀

五
郎

の
五
人

で
、
荷
役

に
高
橋
浅
市
を
伴

っ
た
。
松
山
温
泉

か
ら
化

雲
岳
を
経

て

ヌ
タ

ッ
プ
ヤ

ソ
ペ
ッ
を
下
り
、
二
十

五
日
、
石
狩
岳

を
山
頂
近
く
ま
で
登

っ
た
が
、
吹
雪

の
た
め
登
頂
を
断
念

し
て
松
山
温
泉

に
引
き
返
し
た
。
翌
十
四
年
三
月
に
伊
藤
秀

五
郎

の

一
行

八
名
が

十
日
間
、
黒
岳
石
室
に
滞
在

し
て
黒
岳

・
凌
雲
岳

・
北
鎮
岳

・
北
海
岳

・
白
雲
岳

.
熊

ケ
岳

.
旭
岳

に

登

っ
た
。

つ
い
で
五
月

に
も
山

口
健
児

の

一
行
が
、
黒
岳
小
屋
を
根

拠
と
し
て
同
様

の

登

山

を

試

み

た
。

こ
の
二
回

の
山
行
で
、
積
雪
期

の
大
雪
山
群

の
実
態

は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な

っ
た
。

大
正
十

五
年
五
月
十
七
日
に
、
野
中
保
次
郎
の

一
行

は
黒
岳
か
ら
忠
別
岳
を
経

て
石
狩
沢
か
ら
石
狩

岳

の
登
頂

に
成
功
し
て

い
る
。

こ
れ
が
積
雪
期
の
石
狩
岳

の
初
登
頂
で
あ

る
。

こ
の
こ
ろ
、
北
大
山
岳

部

の
第

一
目
標

は
厳
冬

の
石
狩
登
山
で
あ

っ
た
。
石
狩
岳
が
中
央
高
地

の
盟

主
で
あ
り
、
当

時
、
冬

期

の
登
頂
が
も

っ
と
も
困
難
な
山
だ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
課
題

は
、
昭
和
三
年
二
月
七
日
に
解
決
さ
れ
た
。

そ
の
と
き

は
石
狩
川
上
流

の
ホ

ロ
カ
イ

シ
カ

リ
川
付

近
と

シ
ピ

ナ
イ
川
合
流
点

の
ニ
ヵ
所

に
、
前
年
夏

に
堅
牢

な
仮
小
屋
を
建
設
し
、
大
函

の
通
過

可
能
な
凍
結
期
に
行
な
わ
れ

た
。

一
行

は
、
伊
藤
秀

五
郎
、
小
森
五
作
、
和
辻
広
樹
、
井
田

清
、
西

川

桜
、
野
中
保
次
郎

の
六
名

と
人
夫

二
名
で
あ

っ
た
。

八

十
勝
岳

か
ら
大
雪
山

へ
の
縦
走
が

は
じ
め
て
行
な
わ
れ
た

の
は
大

正
十

五
年
五
月
で
、
山

口
健
児
、

山
県

浩
、
原

,
恵

平
の
三
名

に
人
夫

・
長

田
福
松
が
加

っ
た
。
夏

ス
キ
ー
を
用

い
た
六
日
間

の
行
程

で
、

吹
上
温
泉
か
ら
十
勝
岳

、

オ
プ

タ
ラ
シ
ケ
山
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
岳
、

化
雲
岳
を
経

て
天
人
峡
温
泉

(
松
山
温
泉
)

に
下

っ
た
。
夏
期

の
縦
走
は
、
昭
和
二
年

七
月
に
坂
本
正
幸
、
上
田

一
雄
、
宮
井
海
平

大
谷
広
直
、
徳
永
芳
雄

と
人
夫

・
鈴
木
由
吉
の
六
名

に
よ

っ
て
、
や
は
り
吹
上
温
泉

を
起
点

に
、
黒
岳

を
経

て
層
雲
峡
ま
で
十
四
日
間

の
行
程
で
遂
行
さ
れ

た
。
積
雪
期
に
こ
れ
と
同
じ

コ
ー
ス
の
縦
走
が
成

功

し
た
の
は
昭
和
五
年

五
月

で
、

一
行

は
安
積
樟
三
、
金
光
正
次
ら
六
人
と
人
夫

一
名
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な

る
と
、
山
脈
縦
走

と
な
ら
ん
で
、

か
つ
て
大
島
た
ち
の
試
み
た
よ
う

な
、

い
く

つ
か

の
山

と
沢
歩
き
を
組
合
わ
せ
た
長
途

の
山
行
が
し
ば

し
ば
試

み
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
た
と
え
ば
昭

和
四
年

八
月

に
は
、
伊
藤

秀
五
郎
、
中
野
征
紀
な
ど
五
名

と
人
夫
二
人
の

一
行

は
、
二
週
間

に
わ

た

っ

て
、
石
狩
岳
と

二
ペ

ソ
ッ
山
を
中
心
に
、
音

更
川
、
石
狩
川

、
十
勝
川

の
源
流

域
を
探
勝
し
た
。
昭
和

五
年

八
月

に
は
、
徳
永
正
雄
、
相
川

修
ら
四
名
が
人
夫
を
伴
わ
ず
、
十
四
日

の
日
数
を

か
け
て

ニ
セ

イ

チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ
川
か
ら
屏
風
岳
、
武
利
岳

に
登
り
、
さ
ら
に
石
狩
川
を
さ

か
の
ぼ

っ
て
石
狩
岳
か
ら

ト

ム
ラ
ウ
シ
山
を
ま
わ

っ
て
層
雲
峡

に
下

っ
た
。
翌

六
年
七
月
に
は
、
豊
田
春
満
、
高
木
秀
夫
が
人
夫

長

田
福
松
を

つ
れ

て
シ
ー
シ
カ
リ
ベ
ッ
川
か
ら
ウ
ペ
ペ
サ

ン
ケ
を
登
り
、
音

更
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
石

狩
岳

に
達
し
、
石
狩
川
を
経

て
忠
別
岳
か
ら
黒
岳

へ
出

て
い
る
。

九

こ
の
こ
ろ
ま

で
に
冬

の
大
雪

山
系

の
登
頂
も

一
段
落

し
た
が
、
残
さ
れ

た
愛
別
岳

は
昭
和
六
年

五
月

に
奥
田
五
郎

の

一
行

に
よ
り
、
ま
た
愛
山
漢

を
起
点

と
す

る
北
鎮
岳
、
旭
岳

へ
の
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の
開

拓
は
昭
和

七
年
十

二
月
か
ら
八
年

一
月

に
か
け

て
佐

々
保
雄
、
村

山
林
治
郎

に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
。

十
勝
岳

か
ら
大
雪
山

へ
の
厳
冬

の
縦
走
は
、
昭
和
十
年

か
ら
十
七
年

に
か
け

て
北
大
山
岳
部
と
旭
川

山
岳
会

に
よ

っ
て
数
回
試
み
ら
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
悪

天
候

の
た
め
目
的

は
達

せ
ら
れ
な
か

っ
た
。
戦

後

、
昭
和

二
十
七
年
、
木
崎

甲
子
郎
を

チ
ー
フ
リ
ー
ダ

ー
と
す
る
北
大
山
岳
部

に
よ

っ
て
約
八
O

キ

ロ

メ
ー
ト

ル
に
わ

た
る
縦

走
が
成
功

し
た
。

こ
の
成
功

に
よ

っ
て
、
大
雪
山
系

ス
キ
ー
登
山
の
草
分
け
時

代

は
完

全
に
終
了
し

た
と

い
え
よ
う
。

後

記

本
文

の
記
録

は
、
主
と
し
て

『
山
岳
』
(
日
本
山
岳
会
)
、
『
山

と

ス
キ
ー
』
(
山
と
ス
キ

ー
の

会
)
、
『
登
高
行
』
(
慶
大
山
岳
部
)
、

『
北
大
山
岳

部

々
報
』
(
北
大
山
岳

部
)
、

『
桜
星
会
雑
誌
』
(
北

大
予
科

桜
星
会

)
な
ど

に
よ

っ
た
が
、
頁
数

の
関
係
で
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も

の
を
選
ん
で
記
述
し

た
。
本
文
中

に
記
し
た
著
書

以
外
、
と
く

に
北
海
道

の
登
山
史

に
関
係
の
あ

る
主
な
文
献

に
つ
ぎ
の

も

の
が

あ
る
。

伊

藤

秀
五
郎

石
田
二
三
雄
編

高

沢

光

雄

淡

川

舜

平

高

沢
光
雄
編

北
海
道

・
千
島

の
山

『
日
本
地

理
大
系
、
山
岳
編
』
改
造
社

(
昭
四
)

大
雪
山

・
層
雲
峡

の
探
険
と
開
発

の
記
録

『
大
雪
山

の
あ

ゆ
み
』
層
雲
峡
観
光
協

会

(
昭
四
〇
)

大
雪
山
登
山
の
記
録

『
大
雪
山
』
石
川
俊
夫
監
修

北
海
道
撮
影
社

(
昭
四
七
)

大
雪
山

・
石
狩
川
源
流
探
険
史
と
登
山

『
山
書
研
究
、

一
八
号
』
日
本
山
書

の
会

(
昭
四
七
)

北
海
道

登
山
史
年

表

『
北

の
山
と
人
』
日
本
山
書

の
会

(
昭
四
七
)
(日
本
山
岳
会
員
)
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